
SGH事例発表
2739 啓明学院中学校・高等学校

(兵庫県)



学校概要
• 全日制普通科

• 男女共学

高校入試
中学出身者 ４クラス
高校入学 ２クラス

• 私立学校

• キリスト教主義

• 関西学院大学の継続校
(創立者が同一)

生徒の95％ 推薦入試で進学

学年 男子 女子 小計
１ 98 147 245
２ 101 155 256
３ 100 145 245

合計 299 447 746



１．構想概要①



１．構想概要②

ソーシャルアントレプレナーシップを備えたグローバル・リーダーの育成

本校の教育の特色である価値観教育、野外教育、読書教育をベースに、

ＳＧＨの研究では、社会的課題への関心を高め、深い教養と、問題解決力、

コミュニケーション力を培い、ソーシャル・アントレプレナーの実践により

自主性・協働性・多様性を身につけるカリキュラムおよび指導法を

大学・各機関との連携により開発する。



１．構想概要③

ソーシャルアントレプレナーシップの定義

公と民の間に立つ、公共の精神をもちつつ、

世界がその解決を希求する深刻な社会的課題を

ビジネスで解決しようとするマインド



１．構想概要④

ソーシャルアントレプレナーシップを備えたグローバル・リーダーの育成

仮説ａ フィールドワークやビジネスプランなどの実践的な取り組みを
経て、問題解決の過程において、自主性・協働性・多様性を
身に付けることができる。

仮説ｂ 文献研究をベースにした探究型学習で思考の基礎力が養われ、
問題解決に役立つ。

仮説ｃ 教員が教育ビジョンを 高いレベルで共有するとともに、
大学・各機関の専門家との連携を高めながら、「教える人」から
自ら「ソーシャル・アントレプレナーの手本」となるようにする。



１．構想概要⑤

生徒中心のカリキュラムデザイン

制 度 全校生徒を対象とする。誰にでもチャンスがある。

生徒観 自覚を持って学び始める時期には、個人差がある。
必修課程のうえに、自由選択の余地を確保する理由。

学習観 お互いにモデルとなる。先行する生徒が刺激を与える。
全校生徒で成果発表の機会を共有する。



教育課程や時間割上の工夫①



教育課程や時間割上の工夫②

じっくり時間をかけて学
ぶ。

2年次の文献研究を基礎と
し、
3年次の個人研究へ進む。

社会課題に気づく機会
を、
多方面から設ける。



教育課程や時間割上の工夫③

いつでも、だれでも グローバル志向に目覚めたら



学校設定教科・科目の設定とその運用①

科目名：「学術研究」(2年：水曜5限、3年：水曜6限)

目 標：１．ライフ・スタイルの「知」の形成をめざす

２．自学自習のスキルを身につける



学校設定教科・科目の設定とその運用②

科 目 名 ： 「学術研究」

履修年次： 2年、3年 (2年間)

規 模： 19講座 1講座あたり最大15名

指 導： 全教科の教員

評 価： 提出物、レポート、小テスト、プレゼンテーション

ルーブリック



学校設定教科・科目の設定とその運用③
2年次「学術研究」 文献リスト

A．人文科学
① 『Seven Habits of Highly 

Effective People』
②『文明の生態史観』
③『ｶﾞﾝｼﾞｰ自伝』
④『探険と冒険の物語』
⑤『ｵﾊﾞﾏ演説集』
⑥『私は赤ちゃん
⑦ 『音楽入門
⑧ 『音楽史ほんとうの話
⑨ 『人種とｽﾎﾟｰﾂ 黒人は本当に

「速く」「強い」のか』
⑩ 『物語のﾚｯｽﾝ

読むための準備体操』
⑪ 『ﾋﾞｷﾞﾅｰｽﾞｸﾗｼｯｸｽ 万葉集』
⑫ 『夜と霧』
⑬『日本のいちばん長い日』

A．人文科学
①『文明の生態史観』
②『ﾋﾞｷﾞﾅｰｽﾞ･ｸﾗｼｯｸｽ

史記』を読む
③『ガンジー自伝』
④『音楽入門』
⑤『音楽史ほんとうの話』
⑥『スポーツは「良い子」を

育てるか』
⑦『物語のﾚｯｽﾝ

読むための準備体操』
⑧『ﾋﾞｷﾞﾅｰｽﾞ･ｸﾗｼｯｸｽ

百人一首(全)』
⑨『ﾋﾞｷﾞﾅｰｽﾞ･ｸﾗｼｯｸｽ

今昔物語集』
⑩ 『高慢と偏見』

B．社会科学
⑪ 『黒人差別と

アメリカ公民権運動』
⑫ 『入門 経済思想史

世俗の思想家たち』
⑬ 『The Tipping Point：

How Little Things Can 
Make a Big Difference』

⑭ 『西太平洋の遠洋航海者』

C．自然科学
⑮ 『中学生からの大学講義３

科学は未来をひらく』
⑯ 『文系のための数学教室』
⑰ 『零の発見

数学の生い立ち』
⑱ 『はじめて学ぶ生命倫理』

2019年度 2018年度

B．社会科学
⑭ 『入門 経済思想史

世俗の思想家たち』
⑮ 『栽培植物と農耕の起源』

C．自然科学
⑯ 『科学の考え方・学び方』
⑰ 『零の発見

数学の生い立ち』
⑱ 『数学物語』
⑲『沈黙の春』



学校設定教科・科目の設定とその運用④
科 目 名 ：「学術研究」

学年/時期 1学期 2学期 3学期

3年
オリエンテーション

アウトライン、序論、本論
作成、中間発表

レポート完成
相互評価

「学術研究」発表会
代表者が発表

(口頭、ポスター)

2年
指定文献の分析読書
要約、解釈、批評

指定文献に関する
議論、発表

個人研究テーマ設定
発表会：口頭・ポスター発表

を聴く

1年
講座エントリーシート

作成

次年度のオリエンテーション
講座決定

発表会：口頭発表を聴く



教科間の連携、異なる教科の教員の関わり

学術研究
国語

社会 理科

英語

芸術

数学

情報

生活研究
聖書

体育

全教科の教員が 探究型学習の
ねらい・指導と評価の方法を

共有する



各教科の授業でSGHがどのように意識されているか①

授業展開例 幅広い教養、主体的で深い学びへ

教科 授業展開、トピック
国語 協同学習、プロジェクト学習

社会
現代的社会課題 「平和学」「国際政治経済」
異文化理解
高大連携の科目「法律学」「社会学入門」

数学 統計基礎「数学特講」 反転学習 ICT活用

理科 科学と現代社会の課題「理科特講」
プロジェクト型学習 ICT活用

英語 ディベート、プレゼンテーション、スピーチ、ライティング、
ICT活用



各教科の授業でSGHがどのように意識されているか②

授業展開例 幅広い教養、主体的で深い学びへ

教科 授業展開、トピック

情報 情報リテラシー、Word, Excel, Power Point, HTML
ICT活用

体育 協同学習

芸術 日本美術史、西洋美術史、音楽史、芸術鑑賞会
プロジェクト学習、ICT活用

聖書 キリスト教、西洋史、人権教育
協同学習、ICT活用



課題研究の指導の工夫①

7月 10月
中旬

2019.11.27.

・情報/資料収集 ・部分的な修正/チェック

・文献調査の継続 ・アウトライン構築⇒文章化 ・清書完成！！

・まとめ作業 ・レポート下書き 　⇒様式はWordを使用する

・経過（中間）報告 ・おおかた清書まで・・・ ・講座によってはプレゼン

・ディスカッション など…

・他者からのフィードバック

・さらなる課題抽出
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著書を分析した上
で重要な章は？

1学期の成績が2学期中間の
成績に大きく影響する！

夏休み・9月 11～12

最重要期間！！

この時期に余裕を創出する！

●テーマ／文献の変更は残りの期間を考慮して行うこと。
↓

早め、早めの作業！
●学術研究レポートの完成は後にはずらせないので、残り
の時間を頭に入れて取り組むようにしよう。

3年2学期まで



課題研究の指導の工夫②

ルーブリックの開発

自己評価

相互評価

教師による評価



課題研究の指導の工夫③
校内での成果の共有方法

SGH報告会 (「学術研究」発表会)

口頭発表(全校生徒で)

ポスター発表(2･3年生で)



課題研究の指導の工夫④
「総合的な学習の時間」

啓明ビジネスプランコンテスト

ソーシャルビジネス
プラン作成の手引き

評価方法

・事前学習

・プラン作成

・生徒同士の相互評価

・外部専門家による評価



課題研究の指導の工夫⑤

「総合的な学習の時間」

成果の共有方法

クラス審査：クラス生徒

↓

合 宿：選抜された生徒

↓

最終審査：全校生徒



成果や課題、それを示すエビデンス①

調 査
調査主体

対象

内 容 データ種類 在校生 卒業生 教職員

意識、意欲、活動実績等 量的 SGH推進室 ○ ○ ※ ○

課題研究テーマとSDGsの関連 量的 SGH推進室 ○ - -

自身の変化、自身への影響 質的 京都大学
大学院 ○ ○ ○

エビデンスの収集

※関西学院大学の協力含む



成果や課題、それを示すエビデンス②
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成果や課題、それを示すエビデンス③

総合的な英語力 CEFR B1～B2レベル 卒業時
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成果や課題、それを示すエビデンス④

SGH指定 目標値 参加者数 備 考

1年目 30人 49人 現大学４年生

2年目 30人 74人 現大学３年生

3年目 30人 34人 現大学２年生

海外留学、海外研修 参加者数 大学進学後
関西学院大学へ進学後、大学が提供したプログラムに限る。 (資料提供、関西学院大学2019年3月)

今後も

大幅な増加

見込み



成果や課題、それを示すエビデンス⑤

年度 2017 2020までの
達成目標

ソーシャルアントレプレナーシップについて説明できる 58％ 70％

ソーシャルビジネスについて説明できる 52% 70％

将来、ソーシャルアントレプレナーになりたい 34% 40%

現在、ソーシャルビジネスに関わっている 7% 10％

今後の課題： 概念の言語化と取り組む意欲 卒業時



海外研修等

トビタテ！留学JAPAN(2019年)
応募:11人
認定: 1人

留学または海外研修への個人参加

年度 2015 2016 2017 2018
人数 71人 132人 111人 104人

【必修】
2年次 シンガポール
ねらい：異文化理解への導入

【希望者】
①ミャンマースタディーツアー
②インド交流プログラム
③マレーシアワークキャンプ
④その他
ねらい：社会課題発見・解決



特徴的な取組①
ミャンマースタディーツアー

【目 的】
・異文化受容力を養成する。
・現場主義への気づきを育む。
・開発途上にある国の現状を知る。
・ソーシャルビジネスの実例に触れる。

【内 容】
主 催 ：啓明学院
企 画 ：啓明学院、一般社団法人 裸足醫チャンプルー
協 力 ：Barefoot Doctors Group Myanmar
期 日 ：2018年8月23日(木)～30日(木) 7泊8日
場 所 ：ミャンマー

年度 2017 2018 2019 ※
参加者数 49人 15人 16人

※予定



特徴的な取組②
ミャンマースタディーツアー

【研修概要】 2018年
1日目 :  ヤンゴン到着
2日目 : モーラミャイン / 多民族国家の実情
3日目 : タンビュッザヤ / 泰緬鉄道を知る

HIV感染児童支援施設訪問
4日目 :  チャイティーヨ/ ビルマ族の聖地ゴールデンロック参詣
5日目 : タンタウンジー / カレン族の聖地ナウブーバウ

祈りの山参詣
タウングー / タウングー 八角平和計、YMCA

ユース現地青年とのワークショップ
6日目 : ネーピードー / 異色の首都の現状を見学、

ネーピードーYMCA活動見学
7日目 :  ヤンゴン/ 日本人社会起業家の講演とワークショップ、

シュエダゴォンパヤー参詣
8日目 : 帰国



特徴的な取組③
Advanced Placement(AP) 早期単位取得制度
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３．管理機関としての取組について
支援の取組や管理方法・体制①

• SGH推進室 推進委員会の設置

• 雇 用 ： 外部講師、Teaching Assistant(TA)、事務職員

• 生徒が発表する機会の充実

• 開発計画の検証・フィードバック (研究機関、運営指導委員会)

• 教員研修の充実



３．管理機関としての取組について
支援の取組や管理方法・体制②

SGH推進室
副校長 2名(SGH担当、教務担当)、SGHアドバイザー、

SGH推進室長、SGH推進室次長、
学院事務室長、学院事務室次長、SGH事務職員

SGH推進委員会

中学／スタッフ 高校１年 高校２年 高校３年

1名（教務主任・
社会科）

1名（社会科)

1名（数学科）

1名(数学科） 1名 (理科)

1名 (体育科)

2名 (社会科)

1名 (英語科)



４．成果課題、成果普及について

• 成果発表会 一般公開

• 公開授業

• コンテスト・大会への参加

• ホームページ

• 報告書 印刷物



５．事業の継続(今後)について
実施継続する これまでの人的・組織的ネットワーク活用

経費は管理者負担

支える体制
カリキュラム検討委員会 (2018年度～)

ICT教育環境 (2018年度～)
①プロジェクター 高校全教室
②タブレット端末 全生徒 e-Portfolio

全教員 (2019年度～)
③ラーニングコモンズ（多目的ホール)
④システムエンジニア 通年雇用
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